
星　　稜   １０２００１０００　４

鹿屋中央   １００００００００　１

VS.星　稜２回戦 VS.市和歌山
市和歌山   ０００１００００００００   １

鹿屋中央   ０００００００１０００１   ２

１回戦

　

８
月
13
日
、
第
96
回
全
国
高
校
野

球
選
手
権
大
会
の
１
回
戦
が
甲
子
園

球
場
で
行
わ
れ
、
鹿
屋
中
央
高
校
と

和
歌
山
県
代
表
の
市
立
和
歌
山
高
校

が
対
戦
し
ま
し
た
。

　

試
合
は
、
エ
ー
ス
の
七
島
投
手
が

先
発
。
序
盤
は
ラ
ン
ナ
ー
を
背
負
う

展
開
も
粘
り
の
投
球
を
披
露
。
こ
こ

一
番
で
内
角
へ
の
ス
ト
レ
ー
ト
を
投

げ
込
む
な
ど
持
ち
味
の
強
気
の
投
球

を
続
け
ま
す
。

　

こ
れ
ま
で
相
手
の
好
守
備
に
抑
え

ら
れ
て
い
た
打
線
も
、
０
対
１
で
迎

え
た
８
回
に
奮
起
。
先
頭
の
代
打
西

村
選
手
が
レ
フ
ト
前
ヒ
ッ
ト
で
出
塁
。

川
崎
選
手
が
犠
打
で
進
塁
さ
せ
る
と
、

徳
重
選
手
が
値
千
金
の
同
点
打
を
放

ち
ま
す
。

　

こ
の
後
打
線
が
活
気
づ
き
、
県
大

会
決
勝
と
同
様
に
逆
転
勝
利
の
機
運

が
盛
り
上
が
る
と
、
ア
ル
プ
ス
応
援

席
の
総
勢
５
千
人
の
大
応
援
団
も
声

援
で
後
押
し
し
ま
す
。

　

最
後
は
、
延
長
12
回
、
先
頭
の
大

田
選
手
が
出
塁
し
、
神
田
選
手
の
犠

打
、
山
下
選
手
の
ヒ
ッ
ト
で
、
１
死

１
・
３
塁
と
チ
ャ
ン
ス
を
広
げ
、
米
澤

投
手
が
内
野
へ
ゴ
ロ
を
放
つ
と
、
３

塁
ラ
ン
ナ
ー
の
大
田
選
手
が
猛
然
と

ホ
ー
ム
に
突
入
し
サ
ヨ
ナ
ラ
勝
利
。

　

熱
闘
を
制
し
た
鹿
屋
中
央
高
校
は

歴
史
を
刻
む
勝
利
を
手
に
し
、
熱
狂

に
包
ま
れ
た
鹿
屋
市
内
は
劇
的
な
勝

利
に
い
つ
ま
で
も
酔
い
し
れ
ま
し
た
。

　

続
く
２
回
戦
は
18
日
、
石
川
県
代

表
の
星
稜
高
校
と
対
戦
し
ま
し
た
。

　

初
回
に
先
制
を
許
し
た
鹿
屋
中
央

高
校
は
、
そ
の
裏
に
先
頭
の
川
崎
選

手
が
死
球
で
出
塁
。
吐
合
選
手
が
犠

打
で
進
塁
さ
せ
る
と
、
主
砲
の
木
原

選
手
が
ラ
イ
ト
へ
タ
イ
ム
リ
ー
ヒ
ッ

ト
を
放
ち
す
ぐ
さ
ま
追
い
つ
き
ま
す
。

　

し
か
し
、
３
回
に
２
点
を
許
す
と

再
び
追
い
か
け
る
展
開
と
な
り
、
伝

統
校
の
前
に
苦
戦
を
強
い
ら
れ
ま
す
。

　

最
終
回
、
甲
子
園
初
登
板
の
空
地

投
手
に
継
投
。
気
持
ち
の
こ
も
っ
た

投
球
で
打
者
３
人
を
３
球
で
打
ち
取

り
、
ナ
イ
ン
を
鼓
舞
し
ま
す
。

　

３
点
を
追
う
最
後
の
攻
撃
。
四
球

と
大
田
選
手
の
左
中
間
を
破
る
２
塁

打
で
１
死
２
・
３
塁
と
絶
好
の
チ
ャ
ン

ス
を
作
る
と
、
逆
転
を
信
じ
た
ス
タ

ン
ド
か
ら
は
地
響
き
の
よ
う
な
声
援

が
響
き
ま
す
。

　

１
人
ア
ウ
ト
に
な
っ
た
後
、
バ
ッ

タ
ー
が
引
っ
張
っ
た
打
球
は
無
情
に

も
１
塁
へ
。
懸
命
の
ヘ
ッ
ド
ス
ラ
イ

デ
ィ
ン
グ
も
届
か
ず
、
鹿
屋
中
央
高

校
の
夏
は
終
わ
り
ま
し
た
。

　
「
大
隅
か
ら
初
の
夏
の
甲
子
園
」
と

い
う
プ
レ
ッ
シ
ャ
ー
を
力
に
変
え
て

戦
っ
て
き
た
選
手
た
ち
。

　

試
合
に
は
敗
れ
ま
し
た
が
、「
夢
を

あ
り
が
と
う
」「
よ
く
頑
張
っ
た
」
と

ね
ぎ
ら
い
の
言
葉
と
温
か
い
拍
手
が

い
つ
ま
で
も
鳴
り
や
む
こ
と
は
あ
り

ま
せ
ん
で
し
た
。

「地元から甲子園を目指す」
山下 亮太 選手
廣森 大輝 選手

　「鹿屋中央に入って大隅初の甲子園
出場が夢だった」「迷うことなく鹿屋
中央を選んだ」と語るのは、鹿屋市
出身の山下選手と廣森選手。
　自分はもちろん両親にも多数の励
ましや支えがあったことを知り、結
果で恩返ししたいと甲子園でも躍動。
「幼い頃からの夢である地元鹿屋から
の甲子園出場の夢が叶い、鹿屋中央
に入って本当に良かった」と話して
くれました。

「一緒に野球を」
吐合 駿一郎 選手
神田 耕太　 選手

　甲子園での一番の思い出は、「2人
でゲッツーを取れたこと」と話すの
は、内之浦出身で物心つく前からの
親友であるショート吐合選手とセカ
ンド神田選手。「高校から上手になっ
た吐合。悔しくてライバル意識が芽
生えた。ただ、吐合がいなければ自
分はレギュラーになれていない」と
振り返る神田選手。　
　進路が異なる２人は「また一緒に
野球をやろう」と話してくれました。

「３人で切磋琢磨」 七島 拓哉 投手
米澤 佑弥 投手
空地 大成 投手

　「２人が良いピッチングをした次の
試合は負けられない」と頑張った七島
投手。「２人に負けたくないときつい練
習に耐え成長できた」と語る米澤投手。
「２人を超えることを目標にしていた」
と感謝する空地投手。３人で切磋琢磨
し掴み取った甲子園のマウンド。昨秋
の大会で一人苦闘していたエースは、
「米澤・空地が県予選・甲子園と本当
に良いピッチングをしてくれた」と自
分のことのように喜んでいました。

「甲子園で深まる交流」

　３人の出身地である西之表市。西
之表市長からの電報を始め、西之表
市民から電話や手紙が届きました。
また、交流先の種子島で甲子園初出
場を知った鹿屋市子ども会の児童た
ちは、３人の活躍を願い応援旗を作
成し、西之表市教育長に手渡しまし
た。島民や子どもたちの声援を受け
た３人の選手は甲子園で大活躍。「夢
は甲子園」の思いで島を離れた３人
は甲子園で一際輝いていました。

大田 豪 　   選手
木原 智史 　選手
西村 将太朗 選手

（延長12回）
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